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1. 問題設定
















貧困, 性, 人種, 民族など, 学習にさまざまな困難を抱
え, 軽視され, 除外されている ｢すべての子ども｣ を対




たとえば, 筆者が 2011 年 3 月と 5 月の 2 回にわたり
参与観察および聞き取りを行ったイギリスの St Mary's
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習障害児 (以下, LD 児とする.), 注意欠陥／多動性障

































ベルがある. これら 3つのレベルに加え, カリキュラム
























学において ｢参加｣, ｢共同｣, ｢他者｣, ｢主体｣, ｢権利｣


































































































とと, ｢発言すること (voice) の問題がインクルーシブ
教育の研究や政策, 学校教育の発展にとって中心的な位




































































































































































































だろうか. それは, ｢自立｣ の名による孤立化にほかな

































ter for Studies on Inclusive Education) は, インクルー
シブ教育を実践するための指針として 『Index for
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